
地質調査総合センター

重要戦略詳細

安全・安心で持続的発展可能な社会の実現に向けて

地質調査総合センター（GSJ）は、国として行うべき地質情
報の整備のため「地質の調査」を行っています。活発な変動
帯に位置するわが国において、地質情報は安心・安全な社会
構築のための重要な基盤情報です。私たちは1882年に産総
研の前身である地質調査所が設立されて以来、現在にいたる
まで一貫して日本で唯一の「地質の調査」のナショナルセン
ターとして地質情報の整備に取り組んできました。今後も地
質に関する資試料の管理から、各種地質情報の提供・普及を
行います。これら地質情報を基礎として、地球環境の保全、
資源・エネルギーの開発、地質災害の軽減などに関連するさ
まざまな問題を解決するための技術を開発します。また、地
質情報の整備、地質災害の軽減、資源探査や環境保全などに
関する国際研究プロジェクトを国際組織および国際研究計画
を通して推進します。グローバルな地質調査機関ネットワー
クを活用し、アジア、アフリカ、南米地域を中心に地質に関
する各種国際研究協力をリードし、積極的に推進します。

概要

○地質調査のナショナルセンターとし
ての地質情報の整備

地質情報は、地球科学的研究によ
り体系的に整理された国土および周
辺海域の基本情報です。私たちは地
質の調査を実施するとともに、地球
観測衛星情報の活用を促進し、社会
の要請に応える陸域・海域の地球科
学基本図の整備を行います。特に都
市およびその沿岸域の地質情報の整
備を行い、都市災害の軽減へ向けた
利用の拡大を図ります。

○災害に耐え、柔軟に乗り越えられる
レジリエントな社会基盤の構築に資す
る地質の評価

地震・火山活動の活発な日本列島
に生活する私たちにとって、地質災
害の脅威は大きいものとなっていま
す。災害軽減のためには、その原因
となる活断層や火山、それらを含む
地下地質構造の正確な理解とともに、
将来の活動予測の精度向上が必要で
す。そのため、調査・観測情報に基
づいて活断層や火山の活動履歴やそ
のメカニズムの解明を行い、将来の
活動予測、災害評価技術の開発を目

指します。

○地圏の資源と環境に関する評価と技
術の開発

地球システムの基本を担う地圏は、
天然資源を育むとともに、人間活動
との相互作用も大きいものとなって
います。地圏の物質循環システムの
解明とその評価技術の確立を行い、
地圏環境の保全・利用技術を開発し
ます。環境に負荷を与えない地圏シ
ステム利用を推進し、持続可能な社
会の実現を目指します。

活断層・火山研究部門
地圏資源環境研究部門
地質情報研究部門
地質情報基盤センター

領域紹介
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○地質情報の管理と社会利用促進

地質情報の品質管理・保証機能を
強化しつつ、オープンデータ・世界
標準で提供すると同時に、分かりや
すい知的基盤として利活用の拡大と
社会受容性の向上を図ります。地質
標本館の展示の充実を図り、展示を
通して研究成果の普及を行います。

20万分の1日本シームレス地質図

活断層調査の様子 2011年1月27日霧島火山新燃岳の準プリニー式噴火
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産総研の第4期中長期計画特集


